
© 2022-2023 中津鋼管工業株式会社              
 

 

 

 

                                                                  認証番号 007727 

 

 

 

中津鋼管工業株式会社 

 

エコアクション 21 

環境経営レポート 

[2022 年度版] 
 

作成日：2023 年 7 月 14 日 

承各認：代表者  田染 恭則   

確各認：環境管理責任者  竹本 優 

作各成：環境管理責任者  竹本 優 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



© 2022-2023 中津鋼管工業株式会社              
 

改定履歴 
 

 

年 月 日 改  定  履  歴 承 認 作 成 

2011 年 01 月 07 日 制定（新規作成） 豊岡 末永 

2012 年 08 月 01 日 2011 年度売上高実績を記載 豊岡 末永 

2012 年 08 月 01 日 登録表を一覧表に変更 豊岡 末永 

2012 年 08 月 01 日 保管期間を変更 豊岡 末永 

2013 年 08 月 01 日 2012 年度売上高実績を記載 厚ヶ瀬 末永 

2014 年 08 月 01 日 2013 年度売上高実績を記載 厚ヶ瀬 末永 

2014 年 07 月 07 日 本社を対象範囲へと追加・記載 厚ヶ瀬 末永 

2014 年 07 月 01 日 マニュアル全般の（語句）見直し、修正 厚ヶ瀬 末永 

2015 年 07 月 31 日 2014 年度売上高実績・従業員数を記載 厚ヶ瀬 末永 

2016 年 08 月 16 日 2015 年度売上高実績・従業員数を記載 厚ヶ瀬 末永 

2016 年 08 月 16 日 内部監査(要求事項 12) 6 月から 3 月へ変更 厚ヶ瀬 末永 

2016 年 12 月 20 日 大阪営業所を対象範囲に追加 厚ヶ瀬 末永 

2017 年 08 月 11 日 環境管理責任者変更 厚ヶ瀬 竹本 

2017 年 08 月 11 日 2016 年度売上高実績・従業員数を記載 厚ヶ瀬 竹本 

2018 年 08 月 10 日 2017 年度売上高実績・従業員数を記載 厚ヶ瀬 森永 

2018 年 11 月 21 日 2017 年度版対応のマニュアル作成 厚ヶ瀬 森永 

2019 年 08 月 09 日 2018 年度売上高実績・従業員数を記載 厚ヶ瀬 森永 

2020 年 08 月 06 日 2019 年度売上高実績・従業員数を記載 厚ヶ瀬 森永 

2021 年 01 月 20 日 大阪営業所閉所のため対象範囲を変更 厚ケ瀬 森永 

2021 年 07 月 19 日 環境経営レポート全文見直し 厚ヶ瀬 森永 

2021 年 07 月 19 日 2020 年度売上高実績・従業員数を記載 厚ヶ瀬 森永 

2021 年 09 月 27 日 環境経営レポート語句見直し、修正 厚ヶ瀬 森永 

2022 年 07 月 13 日 2021 年度売上高実績・従業員数を記載 厚ヶ瀬 森永 

2022 年 07 月 13 日 環境経営レポート SDGs マークを記載 厚ヶ瀬 森永 

2022 年 08 月 05 日 環境経営レポート語句見直し、修正 厚ヶ瀬 森永 

2023 年 07 月 14 日 環境経営レポート作成（全文見直し） 田染 竹本 

    

    

    

    

    

    

    

    



© 2022-2023 中津鋼管工業株式会社              
 

 

 

１． 環境経営方針        1 

２． 会社概要        2 

３． 対象範囲        2 

４． 実施体制（環境経営活動組織図）      3 

実施体制（役割と責任及び権限）      4 

５． 環境経営目標        5 

６． 環境経営活動計画       6 

・ SDGs との紐付け      7 

７． 環境経営活動実績       8 

８． 環境経営活動取組結果の評価・次年度の取り組み 

・ 二酸化炭素排出量      9 

・ 電力消費量       10 

・ 燃料消費量       11 

・ 水（上水）使用量      12 

・ 水（井水）使用量      12 

・ 産業廃棄物リサイクル推進（排出量削減）    13 

・ グリーン購入の推進      13 

・ 製品の環境配慮       14 

・ 化学物質の使用量（ストロール）     14 

・ その他 - 健康と福祉（年齢層）     15 

・ その他 - 教育訓練      15 

・ その他 - ハザードマップ      16 

９． 環境関連法規等の遵守評価・違反・訴訟等の有無    17 

１０． 代表者による全体の評価と見直し      19 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目次 
 



© 2022-2023 中津鋼管工業株式会社              p. 1 

 

１．環境経営方針 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境経営方針 

当社の冷間引抜鋼管の製造、販売の中で地球環境に 

与える影響、環境保全が経営の重要課題であることを 

認識し、全社員で自主的・積極的に環境負荷の低減、 

環境保全活動に取り組みます。 

行 動 指 針 

１． 当社に関係する環境関連法規制を遵守します。 

２． 環境経営目標を定め、定期的に見直しを行い、継続的改善に努めます。 

３． 具体的な取り組みとして次のことを推進します。 

（１）電気、燃料等資源やエネルギーの使用量を低減し、二酸化炭素の削減に 

努めます。 

（２）緑豊かな大地を育む水の節減に努めます。 

（３）産業廃棄物の排出量を削減し、分別による再資源化を推進します。 

（４）環境にやさしいグリーン購入を推進します。 

（５）製品の製造過程での環境配慮を推進します。 

（６）法的規制を受ける化学物質の適正な管理に努めます。 

４． 本方針を全社員に周知し、社員一丸となって環境に優しい工場づくりを 

目指します。 

代表取締役社長  田染 恭則 
中津鋼管工業株式会社 

制 定：2018 年 11 月 21 日 

見直し：2022 年 19 月 21 日 
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２．会社概要 
 

 

 [会社名]  中津鋼管工業株式会社  [Website]   www.nakatsu-k.co.jp 

[所在地]  本社   〒210-0818 川崎市川崎区中瀬２丁目９番１２号 

[ 所在地 ]  中津工場  〒871-8686 大分県中津市東浜３３２ 

[代表者]  代表取締役社長  田染 恭則 

[環境管理責任者] 品質保証室室長  竹本 優 

[連絡先]  TEL：0979-22-7111  FAX：0979-24-9895 

[会計期間]  2022 年 7 月～2023 年 6 月                       

[製造品目]  冷間引抜鋼管：自動車部品を中心とした高精度（寸法）、滑らかな肌仕上げ、 

[製造品目]  冷間引抜鋼管：また、引抜後に熱処理を施すことによって機械的性質を調整できます 

 

 

 

 

 

[生産量及び従業員数] 

                                                             生産量 

                                                          -   

 

 

(屯)                                      (人) 

３．対象範囲 
 

 

 本社  中津工場 

[事業内容] 冷間引抜鋼管の販売  冷間引抜鋼管の製造・販売 

[登録サイト] 〒210-0818  

川崎市川崎区中瀬２丁目９番１２号 

 〒871-8686  

大分県中津市東浜３３２ 

[事業規模]    

 - 売上（生産金額） -  1,874（百万円） 

 - 従業員数 3（名）  65（名） 

 - 敷地面積 28.40 (m2)   34,800 (m2) 

[特記事項] 

本社は事務所のみであり、工場レベルの環境負荷はないためデータ取得・記録は無しとし、環境経営方針に沿った 

目標・活動計画の設定、それらに対する活動をもって認証登録対象内とします。また、本年度も環境経営目標及び 

環境経営活動計画の一部は中津工場と同一のものとします。 
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４．実施体制（環境経営活動組織図） 
 

 

中津鋼管工業株式会社                                  中津工場 

  代表者 

代表取締役社長 田染 

         

               

              [本社]    

・ 2014 年より本社も 

・ 認証範囲内へ登録 

         代表者 

代表取締役社長 田染 

 

     

                    

・ 環境管理責任者は 

・ 本社/中津工場を兼任 

 環境管理責任者 

品質保証室室長 竹本 

         

         

                    

           EA21 事務局 

品質保証室係長 森永 

    

               

                    

      
EA21 推進委員会 

         

               

                    

           
テーマ別実行責任者 

    

               

                    

                    

      
製造部部長 大田 
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４．実施体制（役割と責任及び権限） 
 

 

No. 責任者 責任者の役割及び権限 

1 代表者 

(1) 環境経営に関する統括責任 

(2) 環境経営に必要な経営資源（人・物・資金・情報（顧客ニーズ・ 

技術情報））の整備 

(3) 環境管理責任者の任命責任 

(4) 環境経営方針の制定 

(5) EA21 環境経営マニュアルの承認 

(6) 各種文書・記録・レポートの承認 

(7) 代表者による全体の評価と見直し実施 

2 環境管理責任者 

(1) 環境経営システムの構築・運用・管理に関する責任 

(2) 環境関連法規等の遵守に対する責任 

(3) EA21 環境経営マニュアルの有効性確認 

(4) 環境経営目標及び環境経営活動計画の実施・達成状況確認 

(5) 各種文書・記録・レポートの確認 

(6) 是正・予防処置の有効性確認 

3 EA21 事務局 

(1) 環境管理責任者の補佐、EA21 推進委員会の事務担当 

(2) EA21 環境経営マニュアルの作成及び改定 

(3) 環境経営目標及び環境経営活動計画原案の作成 

(4) 環境関連文書・記録の管理 

(5) 環境経営活動実績集計 

(6) 環境経営活動各種文書・記録・レポート作成・改定・公開 

(7) 外部環境コミュニケーションに関する窓口対応 

4 EA21 推進委員会 

(1) 環境経営目標、環境経営活動計画の審議 

(2) 各部門の実施状況、目標達成状況、問題点等の報告 

(3) その他重要案件の審議（是正処置・予防処置の内容確認、効果確認） 

5 各部門長 

(1) 自部門における環境経営方針の周知 

(2) 自部門に関連する環境経営活動計画の実施及び達成状況の報告 

(3) 自部門に必要な手順書等の作成、管理 

(4) 自部門の問題点の発見及び是正・予防処置の実施 

(5) 外部からの苦情・要望への対応 

6 全従業員 

(1) 環境経営方針・環境経営目標・環境経営活動計画への理解と 

自らの役割への自覚 

(2) 自主的、積極的な環境経営活動への参加 
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５．環境経営目標 
 

 

目標課題 単位 

2014 年度実績 2022 年度 2023 年度 2024 年度 

総  量 目  標 

（原単位） 

目  標 

（原単位） 

目  標 

（原単位） （原単位） 

二酸化炭素排出量 kg-CO2 
3,022,549 

(0.389) 

基準年度比 

8(%)削減 

(0.358) 

基準年度比 

9(%)削減 

(0.354) 

基準年度比 

10(%)削減 

(0.350) 

電力消費量 kWh 
1,908,948 

(0.246) 

基準年度比 

8(%)削減 

(0.226) 

基準年度比 

9(%)削減 

(0.224) 

基準年度比 

10(%)削減 

(0.221) 

燃料消費量 L 
906,928 

(0.117) 

基準年度比 

8(%)削減 

(0.108) 

基準年度比 

9(%)削減 

(0.106) 

基準年度比 

10(%)削減 

(0.105) 

水使用量（上水） 

(原単位 ×1,000) 
m3 231 

2017 年度～2019 年度の平均対比 

236.83 以下 

水使用量（井水） 

(原単位 ×1,000) 
m3 

2,303.50 

(0.296) 

基準年度比 

8(%)削減 

(0.272) 

基準年度比 

9(%)削減 

(0.269) 

基準年度比 

10(%)削減 

(0.266) 

産業廃棄物 

リサイクル推進 

（排出量削減） 

- 100% リサイクル率 100% 

グリーン購入の推進 - 5 件以上/月 10 件以上/月 

製品の環境配慮 - 100% 製品環境配慮活動計画実施率 100% 

化学物質の使用量 

対象:ｽﾄﾛｰﾙ(引抜油) 
L 36,000 使用量維持 30,000 以下 

 

（1）2015 年度より環境経営目標(二酸化炭素排出量、電気消費量、燃料消費量、水（井水）使用量)の目標 

値の設定を変更する。（2014 年度を基準年度とし、その基準年度より年度を重ねる毎にマイナス１(%)） 

(2) 2020 年度より環境経営目標の水(上水)の目標値を 2017 年度～2019 年度の平均対比へ変更する。 

(3) 電力の二酸化炭素排出係数は九州電力調整後排出係数(2019 年度実績)の 0.371(㎏-CO2/kWh)。 

（4）2022 年度の原単位に用いる総生産量は、製品入庫量の 4,863,544 (kg)とする。 
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６．環境経営活動計画 
 

（■） - 本社も同様の活動内容 

目標課題 具体的な活動内容 対象部門 

二酸化炭素排出量 
(1) 電気使用量削減（通期） 

(2) 燃料使用量削減（通期） 

全部門 (■) 

全部門 (■) 

電気消費量 

(1) 休憩及び未使用時の消灯・電源オフ（通期） 

(2) 空調温度管理 - 夏季：28℃ / 冬季：20℃ 

(3) クールビズの推奨 

(4) 設備のアイドリングストップ（段取時等）（通期） 

全部門 (■) 

全部門 (■) 

事務所 

製造 

燃料消費量 

(1) [重油] 大気炉 - 同温度域の製品を鈍す・無焼鈍推進 

(1) [重油] ボイラー - 各槽温度管理の徹底 

(2) [LPG] 大気炉 - 同温度域の製品を鈍す（8 月～） 

(2) [LPG] 光輝炉 - 無駄な空焚き・調整材投入量削減 

(2) [LPG] ボイラー - 各槽温度管理の徹底（12 月～） 

(3) エコ車購入・エコドライブ励行（ルートの効率化） 

(3) 公共交通機関の利用 

製造 

 

製造 

 

 

全部門 (■) 

水使用量 

(1) 節水ラベル貼付で節水の意識向上を図る（通期） 

(2) 節水コマ・食器洗い時溜め洗いの実施（通期） 

(3) 配管漏れ確認（通期） 

全部門 (■) 

全部門 (■) 

全部門 

廃棄物リサイクル推進 

（排出量削減） 

(1) 分別の徹底・リサイクル推進（通期） 

(2) コピー用紙使用量把握（通期） 

(3) 裏紙使用の促進（通期） 

(4) 産業廃棄物量の把握 ・削減（廃硫酸、パーム廃油・ 

油水、水酸化鉄スラッジ、パーカースラッジ) （通期） 

全部門 (■) 

全部門 (■) 

全部門 (■) 

製造・設備・総務 

 

グリーン購入の推進 
(1) グリーン対象商品の購入（通期） 

(2) 仕入先への環境配慮の協力要請（通期） 

総務 

全部門 

製品の環境配慮 

(1) 環境に優しい製品設計の実施（通期） 

（無焼鈍材の使用、工程数最小への設計、切断長さの 

変更、外面きず発生防止対策、使用副資材の削減 等） 

(2) 環境負荷の低減に向けた工程改善（通期） 

(3) 材料変更による環境配慮の実施（通期） 

(4) 法規制遵守、変更内容の確認と対応（通期） 

(5) 環境負荷物質、紛争鉱物の把握・使用不可（通期） 

営業・製造 

設備・品証 

 

製造・品証 

営業・製造・品証 

全部門 

営業・設備・品証 

化学物質使用量維持 

(1) 化学物質含有調査 

(2) ストロール年間使用量 30,000(L)以下の維持 

油分・温度管理の徹底→不適合品防止及び使用量削減 

設備・品証 

製造・設備 
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６．環境経営活動計画（続き） - SDGs との紐付け 
 

SDGs 項目 

（抜粋） 

 

活動項目 

        

安
全
な 

水 

ｸ
ﾘ
ｰ
ﾝ

な 

ｴ
ﾈ
ﾙ
ｷﾞ

ｰ
 

技
術
革
新 

ま
ち 

づ
く
り 

つ
く
る
・ 

つ
か
う
責
任 

気
候
変
動 

海
の 

豊
か
さ 

陸
の 

豊
か
さ 

二酸化炭素排出量         

電気使用量削減  ■ ■   ■ ■ ■ 

燃料使用量削減  ■ ■   ■ ■ ■ 

電力消費量         

未使用時の消灯     ■ ■ ■ ■ 

空調温度調整  ■   ■ ■ ■ ■ 

クールビズ推奨      ■ ■ ■ 

アイドリングストップ     ■ ■ ■ ■ 

燃料消費量         

同温度域の鈍し  ■   ■ ■ ■ ■ 

空焚き・調整材削減  ■   ■ ■ ■ ■ 

エコドライブ  ■   ■ ■ ■ ■ 

水使用量（上水）         

ラベルによる注意喚起 ■    ■ ■ ■ ■ 

節水コマ・溜め洗い ■    ■ ■ ■ ■ 

水使用量（井水）         

配管漏れチェック ■   ■ ■ ■ ■ ■ 

産業廃棄物リサイクル推進(排出量削減)       

使用量把握・分別 ■   ■ ■ ■ ■ ■ 

グリーン購入の推進        

対象の把握・購入     ■ ■ ■ ■ 

製品の環境配慮         

工程設計の見直し   ■  ■ ■ ■ ■ 

不良削減   ■  ■ ■ ■ ■ 

環境負荷物質調査   ■  ■ ■ ■ ■ 

化学物質の使用量         

物質含有量把握     ■ ■ ■ ■ 

油分管理・使用量減     ■ ■ ■ ■ 
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目標課題 単位 

2022 年度 

目  標 
2022 年度実績 

総  量 
実 績 達成率 (%) 評 価 

（原単位） 

二酸化炭素排出量 kg-CO2 
2,780,745 

(0.358) 

1,480,110 

(0.304) 
117.55 

A 

（達成） 

電力消費量 kWh 
1,756,232 

(0.226) 

1,069,414 

(0.220) 
102.75 

A 

（達成） 

燃料消費量 L 
834,374 

(0.108) 

632,419 

(0.130) 
82.55 

B 

（概ね達成） 

水使用量（上水） 

(原単位×1,000) 
m3 

年間使用量 

236.83 以下 
205.30 115.36 

A 

（達成） 

水使用量（下水） 

(原単位×1,000) 
m3 

2,119.22 

(0.272) 

1,718.10 

(0.353) 
77.18 

C 

（未達成） 

産業廃棄物ﾘｻｲｸﾙ推進 

（排出量削減） 
- 100% ﾘｻｲｸﾙ率 99.44% B（概ね達成） 

グリーン購入の推進 - 10 件以上/月 平均 9 件/月 B（概ね達成） 

製品の環境配慮 - 100% 活動計画実施率 100% A（達成） 

化学物質の使用量 

対象：ｽﾄﾛｰﾙ(引抜油) 
L 

年間使用量 

30,000 以下 
23,400 128.21 A（達成） 

 

（1）環境経営目標課題に対する評価は 3 カ月毎に実施し、評価は各月の達成率の平均にて評価する。 

（2）環境経営目標課題の評価基準は、[A] - 目標を達成、[B] - 達成率 80(%)以上、[C] - 達成率 

80(%)未満とし、3 カ月毎の評価を行う。また、評価の結果、[B] 判定が 2 回連続した場合には予防処置を 

実施し、[C] 判定が１度でも認められた場合には即座に是正処置を行う。 

（3）年度総合評価は、環境経営目標の値と各課題の平均、又は、合計の比較にて実施する。また、年度総合評 

(3) 価も 3 カ月毎の評価基準に従い A/B/C 判定を行い、この評価を年度の総合評価とする。 

（4）2014 年度より各環境経営目標（二酸化炭素排出量・電力消費量・燃料消費量・水（井水）使用量）の

(4) 評価は、実績値を除く原単位評価にて実施する。 

７．環境経営活動実績 
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８．環境経営活動取り組み結果の評価・次年度の取り組み 
 

 

二酸化炭素排出量 

                   (kg-CO2)                                              (%) 

達 成 度  [状況及び要因]                                   

・ 8 月末より新大気炉 

稼働（燃料変更） 

・ 12 月新ボイラー設置 

・（燃料変更） 

・ 1 月より大気炉のみの 

稼働 

                                       ・ 生産量対’21 年比 

                                       ・ 17%減少 

[A] 
達 成 

117.55(%) 

[原単位評価] 

目標：0.358 

実績：0.304 

 

生産量減少に伴い、電気及び燃料使用量は減少したが、同時に達成率も減少した。一方、両者のアウトプットであ

る二酸化炭素は排出量、達成率共に改善した。大気炉・ボイラー更新により燃料が LPG に変更となり、対’21 年比に

てその使用量は 58%アップとなった。また、先付機（P-1）のみの使用となった重油に関しては、対’21 年比にて 77%

ダウンであり、燃料構成は大きく変化した。今回の達成結果にこの変更が影響を与えた可能性は否定できないが、省エ

ネ効果、二酸化炭素排出量削減効果に関しては未だデータ不足である。よって、今後推移を観察していく。 

 

 

INPUT 
   

 OUTPUT 

       

 電気消費量  1,069,414 kwh  

 燃料消費量 LPG 525,350 L  

  重油 76,000 L  

  ガソリン 1,751 L  

  軽油 3,408 L  

  灯油 25,910 L  

         排出 CO2 内訳（燃料別） 

 

二酸化炭素排出量を構成する使用燃料の内訳は、今後今回結果の様になっていくものと考えられるが、燃料の中で

二酸化炭素排出係数が最も高い LPG の使用量、二酸化炭素排出量には今後注視していく必要がある。’23 年導

入予定の新光輝炉稼働状況（燃料使用量）も観察しながら、現時点では最終評価まで至っていない新大気炉、新

ボイラー、新光輝炉の省エネ効果、二酸化炭素排出量削減効果、導入の有効性を評価する。 

 

 

LPG

54%
電力

27%

重油

14%

灯油

4%

軽油

1%

ガソリン

1%未満

LPG 

54% 
電力 

27% 

CO2 

(kg-CO2) 

1,480,110 

0
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100

150

0

1,000,000

2,000,000

3,000,000

'16年 '17年 '18年 '19年 '20年 '21年 '22年

使用量 達成率

 CO2 

達成率 9%UP 
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８．環境経営活動取り組み結果の評価・次年度の取り組み（続き） 
 

 

電力消費量 

(kwh)                                   (%) 

達 成 度  [状況及び要因] 

                                        ・ 次年度より電気 

・ 料金 800 万円/年 

・ 程度アップ予定 

                                           

 

 

 

[A] 
達 成 

102.75(%) 

[原単位評価] 

目標：0.226 

実績：0.220 

 

 電気使用量合計は 1,069,414kwh であり、昨年と比較し約 13％減少した。達成率は 102.75%となり、達成は

しているものの、直近 2 年の右肩上がりの達成度から転落した結果となった。年間データを観察すると、100,000kwh

を超えた月は、7 月、9 月（最大）、10 月の 3 カ月となる。原因として夏季の事務所冷房使用、工場内スポットクー

ラー使用が使用量の上昇を招いたと考えられる。（8 月は稼働日が少ないため 100,000kwh 以下） 

 地球温暖化による近年の夏場の気温は異常レベルである。今後も“使用すべきところは使用する”、“節電すべきところ

は節電する”といったメリハリの利いた、地球（環境）に優しい生産活動を各自心掛ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

余 白 
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使用量 達成率

達成率 7%Down 
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８．環境経営活動取り組み結果の評価・次年度の取り組み（続き） 
 

 

燃料消費量 

                   (L)                                            (%) 

達 成 度  [状況及び要因]                                   

・ 8 月末より新大気炉 

稼働（燃料変更） 

・ 12 月新ボイラー設置 

・（燃料変更） 

・ 1 月より大気炉のみの 

 稼働 

・ 生産量対’21 年比 

・ 17%減少 

[B] 
概ね達成 

82.55(%) 

[原単位評価] 

目標：0.108 

実績：0.130 

 

 大気炉・ボイラーの更新を行った。（燃料：重油→LPG へ）また、12 月末には光輝炉が停止し、現状大気炉のみ

の稼働を行っている。この停止の影響を受け、1・2 月は生産（出荷）に寄与しない焼鈍条件抽出のための稼働及び

トライ品（試作品）製造に追われ、その分燃料も消費した。（LPG原単位を上げた）9月がLPG使用量最大の月、

ワースト 2 が 2 月であるが、2 月の生産量は 9 月と比較し約 50 屯も少ないことがこのことを如実に表している。当該事

象を新光輝炉立ち上げの際の教訓とし、同温度域の製品は同時に流す等、燃料削減に努める。 

 

[2022 年度の歩み及び今後の予定]  

■ 2022 年 8 月 大気炉更新（老朽化のため） - 完了 

 

 

 

 

 

 

 

→ 

 [処理量] 現状の受注量へ 

旧：3.0 屯/H 

新：2.5 屯/H 

・ 省エネ効果 

・ 効率を上げた製品流動 

旧（燃料：重油）  新（燃料：LPG）  

 

■ 2023 年 12 月頃 光輝炉更新（老朽化・故障のため） - 予定 

 

 

 

 

 

 

 

→ 

 [処理量] 現状の受注量へ 

旧：2.5 屯/H 

新：2.0 屯/H 

・ 省エネ効果 

・ 調整材（ダミー材）削減 

旧（燃料：LPG）  新（燃料：LPG）  

 

導入予定 

0
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達成率 9%Down 
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８．環境経営活動取り組み結果の評価・次年度の取り組み（続き） 
 

 

水（上水）使用量 

                 (L)                                                  (%) 

達 成 度  [状況及び要因]  

・ ‘20 年から目標変更 

                                        ・ （’17 年～’19 年の 

                                        ・ 使用量平均比） 

 

 

 

[A] 
達 成 

115.36(%) 

[使用量評価] 

目標：236.83 

実績：205.30 

 

 過去 6 年の間で使用量が最も少なかった昨年から微増した。（ほぼ同等の使用量）各自職場での節水は一定レベ

ルで定着してきたものと考えられる。今後も節水継続及び水（井水）への代替によって目標達成を目指していく。 

 尚、’20 年に変更した目標の妥当性をあと数年の使用量推移を観察しながら評価していく。 

 

水（井水）使用量 

               (L)/(屯)                                             (%) 

達 成 度  [状況及び要因]  

・ 生産量対’21 年比                                  

・ 17%減少 

・ 対‘21 年使用量 

・ 大幅アップ 

・ 10 月使用量が 

・ 極端な増加 

 

 

[C] 
未達成 

77.18(%) 

[原単位評価] 

目標：0.272 

実績：0.353 

 

 生産量が減少しているにも拘わらず、使用量が上昇した。原単位で見た場合評価を下げている（生産量の割に使用

量が多くなっている）月が散見されることに加え、10 月の使用量は 222.10m3 と群を抜いていた。この事を受け調査し

たところ、光輝炉冷却水用の配管に漏れが確認された。補修後通常の使用レベルにまで値が落ち着いたため、この配管

漏れが要因の一つと考えられる。過去にも同じような事象が確認されたが、特に地中に設置してある配管を掘り起こして

の漏れ確認、メンテナンス等は困難であるのが実情であり、今後目に見える範囲の配管の定期確認によって再発防止に

努める。また、突発的な上昇に関しては使用量の推移を継続して観察する。 
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８．環境経営活動取り組み結果の評価・次年度の取り組み（続き） 
 

 

産業廃棄物リサイクル推進（排出量削減） 

                  (kg)                                                   

達 成 度  [状況及び要因]  

・ ‘16 年～’22 年の 

                                        ・ 産業廃棄物 

                                        ・ 排出量 

                                        ・ 対’21 年にて横ばい 

                                        ・ パーカースラッジ 

排出量 3,850kg 

 （ボンデスラッジ） 

 

[B] 
概ね達成 

99.44(%) 

[ﾘｻｲｸﾙ率評価] 

目標：100.00 

実績：099.44 

 

 生産量減に伴い、産業廃棄物排出量も減少傾向が認められる。対’21 年にて通常であれば更なる原単位評価の

改善が成されているはずであるが、横ばいで推移した原因として仕上げ方法の変更が挙げられる。歩留まり低下、ボンデ

（リン酸亜鉛皮膜）使用量増加が原単位ステイの主原因であるが、その他不適合品発生を防止することも環境負荷

減少に大きく寄与する。また、副資材の使用は新光輝炉導入までは最低限に抑え、リサイクルは継続して推進する。 

 

グリーン購入の推進 

(件)                                                 (%) 

達 成 度                                    [状況及び要因]  

・ 年を重ねるごとに 

・ 購入件数は減少傾向 

・ ‘21 年と同等の 

・ 平均 9 件/月 

                                         

 

 

 

[B] 
概ね達成 

90.00(%) 

[購入件数評価] 

目標：10 件≦ 

実績：平均 9 件 

 

 工場内使用副資材、事務用品の使用量は基本的に生産量に比例する。’15 年にそれまでの 5 件/月以上から 10

件/月以上に変更して以来同じ目標値にて管理を行ってきたが、生産量が対’16 年にて約 3 割減少した現状では目標

の達成が困難になってきているのが実情である。目標値変更も視野に入れ、あと数年の購入件数推移を観察していくこ

ととする。（現状目標はステイとする） 
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８．環境経営活動取り組み結果の評価・次年度の取り組み（続き） 
 

 

製品の環境配慮 

                 (kg)                                                 (%) 

達 成 度  [状況及び要因]  

・ ‘18 年～’22 年の 

 社内不良質量及び 

 不良率の推移 

 ・ ‘18 年→’21 年 

 ・ 不良質量 74%減 

 ・ ‘22 年度目標： 

 ・ 平均 0.66%以下 

 ・（実績）0.90% 

[A] 
達 成 

100.00(%) 

[実施率評価] 

目標：100.00 

実績：100.00 

 

 ‘19 年～’21 年まで順調に減少傾向にあった不良質量、不良率が大幅増となった。主の原因として光輝炉停止によ

る仕上げ方法の変更が挙げられる。焼鈍条件の抽出に苦慮し、その後も複数の工程に多大な影響を与えた。製造コス

ト削減、不適合品発生最小限への対策、米国・欧州規制による環境負荷物質の含有調査及び使用不可等、環境

に配慮した活動は 1 年間継続して実施したため達成率は 100%としているが、次年度巻き返しを図る。 

 

化学物質の使用量（対象：ストロール（引抜油）） 

                   (L)/(屯)                                                 (%) 

達 成 度  [内部/外部要因]  

・ ‘16 年から目標変更 

・ 目標：30,000(L) 

・ 12 月～4 月まで 

・ 毎月 2,600(L)購入 

[A] 
達 成 

128.21(%) 

[使用量評価] 

目標：30,000 

実績：23,400 

 

 3 年連続の使用量減の状態から大幅な使用量アップとなった。近年取り組み中のストロール（引抜油）2 度漬け抑

制が減少の形として顕著に表れてきていたが、引抜時の不具合が散発し、結果として 2 度漬けを施す製品が増加した。

また、対策として濃度計による測定結果から、以前より 2～3%程濃度を上げたことも持ち出しを増やす原因となった。 

使用量大幅増を決定付けたこととして 1 月の油総入れ替えが挙げられる。温度が上昇し過ぎたために槽内の油の性

能が極端に低下し、総入れ替えを余儀なくされた。次年度以降油分・温度管理を徹底し、再発防止する。 
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８．環境経営活動取り組み結果の評価・次年度の取り組み（続き） 
 

 

その他 - 健康と福祉（年齢層） 

 

 全社員を対象に毎年健康診断を実施しています。また、特定業務に携わる社員を対象に特殊健康診断を実施し、

社員の健康状態を定期的に確認しています。 

 

[健康診断内容] 

・ 健康診断（全社員）、ストレスチェック（全社員） 

・ 胃検診、大腸検査、腫瘍マーカーチェック 

・ 特定化学物質健康診断（溶接ヒューム） 

・ 特殊健康診断（酸、じん肺診断） 

 

 円グラフの通り、現状社員の年齢層は高くなっており、40 歳以上が全体の 74％を占めている状況である。若年層へ

の固有技術継承も近々の課題ではあるものの、まずは ”健康であること“ が労働の必須条件であることを踏まえ、今後

も定められた診断を継続し、社員の健康維持に努める。 

 

 

その他 - 教育訓練 

 

 毎年 5 月に年度教育計画を関係者（管理責任者・製造部・総務部）によって策定する。社内 OJT は都度実施

してはいるものの、外部セミナー受講による知識・技術習得、外部資格取得を目的としている。2022 年度の実績は、 

育児休暇による延期 1 件を除き、残りは全て計画通り実施した。 

 

[受講した外部セミナー（一部抜粋）] * 日本規格協会様主催が主 

・ 職長、安全衛生責任者教育 

・ 管理職のための能力向上研修 

・ 「報、連、相」 スキルアップセミナー 

・ 組織を強くするチーム、業務の 「見える化」 セミナー 

・ 職場の品質経営が実践できる管理者育成コース 

・ 職場の管理改善ができるリーダー育成コース    …… その他 

 

2023 年度（次年度向け）の取組として、これまで主として役職者をターゲットとした教育計画を立案・実施してきた

が、一定人数の受講が完了したことも受け、今回はこれからを担う役職者以外の若年層をターゲットとし、計画を立案し

た。年度の終わりに取組結果、それらの有効性を評価し、今後の教育計画に繋げていく。 

管理者

教育

70%
品質

10%

安全 

10%

その他

10%

2022 年度 

教育実績 

40歳以上

74%

34歳以下

14%

35～39歳

12%

2022 年度 

検診対象者 
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８．環境経営活動取り組み結果の評価・次年度の取り組み（続き） 
 

 

その他 – ハザードマップ 

 

[浸水想定区域（想定最大規模）] - 想定し得る最大規模の降雨による洪水浸水想定区域及び水深 

 

                              塀 

 

 

 

 

 

0.3m 未満 

1.0～3.0m 未満 

 

浸水想定区域 

 

 

 

 

[写真ポイント①] 

 

 

 

 

[写真ポイント②] 

敷地内北西方向の一部が浸水想定区域（0.3m 未満）に該当する。しかしながら、敷地北側及び西側には 

約 1.7m の塀が設置してあるため、このレベルの洪水に耐え得るとの見解を消防署に確認した。今後も塀の状態 

（劣化状況など）を継続して観察、必要に応じて補修することにより有事に備える。 

 

  

防錆槽設置位置 

 

 

 

 

 

 

 防錆槽 – 中間用 

 

 

 

 

防錆槽 - 通常品用 

 

 

 

 

   防錆槽 – OST 製品用 

 

 製品の防錆処理用に油槽を 3 槽保有している。いずれの槽も消防署の指導を

受けながら管理を実施中である。また、3 槽とも浸水に備えた一定高さの仕切り、

漏洩に備えた防油側溝・ピットの設置を行っている。 

 

[津波による浸水想定区域]  敷地内に該当場所なし。 

 

 

 

 

津波による想定浸水区域 

敷 地 

工場近隣の 

蛎瀬川及び水路氾濫 
① 

② 

OIL 

敷 地 

敷地 
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適用法規 該当設備・施設 法規の要求事項 
遵守

評価 

下水道法 

水質汚濁防止法 

排水処置装置 

貯油施設 

（重油タンク×1） 

(1) 特定施設の届出 

(2) 排水基準の遵守 

(3) 測定・記録・保存 

(4) 事故時の届出 

○ 

浄化槽法 
浄化槽(1/2/3 号棟、 

事務所、部品加工ﾄｲﾚ横) 

(1) 特定施設の届出 

(2) 法定検査・定期検査・定期清掃実施 
○ 

騒音規制法 

振動規制法 

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ 2 台 

(37kw・55kw) 

(1) 特定施設の届出 

(2) 敷地境界線上基準の遵守 

(3) 騒音防止努力義務 

○ 

廃棄物処理及び 

清掃に関する法律 

紙類/可燃物/不燃物 

金属屑/廃油/ﾊﾟｰﾑ廃油 

水酸化鉄ｽﾗｯｼﾞ/廃硫酸 

(1) 保管場所表示・保管基準の遵守 

(2) 運搬・処分業者との委託契約 

(3) ﾏﾆﾌｪｽﾄの交付・回収 

(4) ﾏﾆﾌｪｽﾄの交付状況の報告 

○ 

ﾘｻｲｸﾙ法 PC(事務所/工場内) 
(1) 長期使用・再生資源の努力義務 

適正処理 
○ 

家電ﾘｻｲｸﾙ法 TV/ｴｱｺﾝ/冷蔵庫/洗濯機 (1) 買替時ﾘｻｲｸﾙ料負担・適正処理 ○ 

自動車ﾘｻｲｸﾙ法 自動車×3 台 (1) 車検、買替時ﾘｻｲｸﾙ料負担・適正処理 ○ 

毒物及び劇物 

取締法 
水酸化ﾅﾄﾘｳﾑ/硫酸 

(1) 屋外貯蔵所の届出 

(2) 取扱責任者の選出・届出 

(3) 保管施設・容器への表示、 

盗難・漏洩防止 

○ 

消防法 危険物貯蔵 

(1) 屋内・外貯蔵所の届出 

(2) 取扱責任者の選出・届出 

(3) 保管管理基準の遵守 

(4) 作業環境測定の実施・掲示 

○ 

労働安全衛生法 照度/粉塵/騒音 
(1) 作業主任者の選任 

(2) 作業環境測定の実施 
○ 

高圧ｶﾞｽ保安法 LPG 
(1) 作業主任者の選任 

(2) 適合性検査 
○ 

 

 

９．環境関連法規等の遵守評価・違反・訴訟の有無 
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９．環境関連法規等の遵守評価・違反・訴訟の有無（続き） 
 

 

適用法規 該当設備・施設 法規の要求事項 
遵守

評価 

フロン排出 

抑制法 

ｴｱｺﾝ室外機(×21) 

ｽﾎﾟｯﾄｸｰﾗｰ(×47) 

ｳｫｰﾀｰｸｰﾗｰ(×8) 

その他 

(1) 適切な場所への設置等 

(2) 機器の点検 

  全ての第一種特定製品の簡易点検 

（3 カ月に 1 回以上） 

一定の第一種特定製品の専門知識を 

有するものによる定期点検 

(3) 漏洩防止措置、修理しないままの 

充填の原則禁止 

(4) 点検等の履歴の保存等 

○ 

化学物質排出 

把握管理促進法 

(PRTR 法) 

パルボンド (1) 貯蔵所及び使用場所に SDS を 

 備える 

(2) 取扱責任者の選出 

(3) 保管施設・容器への表示、 

(3) 盗難・漏洩防止 

○ 

 

[遵守評価結果] 

   各項目の遵守確認の結果、違反並びに訴訟は無く､適用法規に準じて設備・施設の管理が成されていた。 

 

[各種管理及び訓練] 

 

 

 

 

 

水質測定（定期） 

 

 

 

 

 

騒音測定（定期） 

 

 

 

 

 

粉塵測定（定期） 

 

 

 

 

 

緊急事態訓練（定期） 

 

 

 

 

 

緊急事態訓練（定期） 

 

 

 

 

 

緊急事態訓練（定期） 
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１０．代表者による全体の評価と見直し 
 

 

INPUT を受けての代表者による本年度の活動評価 

INPUT    OUTPUT 

対象項目 結果及び報告 代表者評価 

環境経営目標達成状況 
環境経営目標全 9 項目 

[A] – 5 項目 [B] – 3 項目 [C] – 1 項目 水（井水） 

要改善 

法的要求事項の遵守状況 本年度も環境関連の法規等は遵守し、活動を行った 継続 

苦情・要望・訴訟有無 本年度も近隣・顧客からの苦情・要望は発生しなかった 継続 

是正・予防処置対応 
次年度は新光輝炉導入・稼働予定のため、燃料消費量に 

注視しながら、有効性のある対策を立案、実行する 

要改善 

要予防処置 

前回指摘事項のフォロー 連続未達成が続くグリーン購入目標件数を再検討する 要検討 

 

[インプットを受けての変更の必要性] 

１）環境経営方針の変更の必要性      （現状変更の必要性なし） 

２）環境経営目標、環境経営活動計画、環境経営活動取組項目の変更の必要性  （一部変更検討） 

３）環境経営システム（実施体制）の変更の必要性    （現状変更の必要性なし） 

４）その他（代表者からの指示等）必要に応じ特化項目の変更の必要性  （現状変更の必要性なし） 

 

代表者による総括及び環境管理責任者への指示 

 

2011 年度にエコアクション 21 の認証を受けて以来約 12 年に亘り環境経営活動を実施して参りまし

た。本年は大気炉・ボイラーの更新、光輝炉停止等、様々なイベントが続いた年となりました。特に光輝炉

の停止はその後の生産活動及び近年高い達成率を維持してきた複数の環境目標項目に多大な影響を 

与えました。不適合品の発生は工程内のロスに留まらず、会社の信頼、地球環境にもダメージを与ます。今回の件を教

訓とし、“今行っている作業は果たして本当に正しいのか“を継続して考えると共に日常作業に於いて異常をより早く察知

することによって再発防止及び予防処置に努めて参ります。 

 地球温暖化が引き起こす近年の災害は年々想定を超えるものになってきています。最大の課題である二酸化炭素排

出量を抑えることに加え、自社のラインが災害によって停止することを未然に防がなければいけません。BCP の観点からも

サプライヤー工場が停止した場合、社内の設備が停止した場合を想定し、“まさか”に備える（発電機設置等）ことは

近々の課題であります。自分自身を守り、周りを守り、可能な限りの環境負荷削減を行っていくことによって、今後も地

域、社会に必要とされる企業を目指して参ります。 

2023 年 7 月 14 日  代表取締役社長 田染 恭則  

総
括 


